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は じ め に

　別府大学文化財研究所企画シリーズ③『大航海時代の日本と金属交易』をお届けいたしま

す。文化財研究所も創立から16年を迎えました。この間、研究所は分析科学・歴史学・考古

学・民俗学・美術史・地理学のそれぞれの分野の研究を深化させるとともに、これらの領域

を文化財学というかたちで総合化し研究を続けてまいりました。2008年にシリーズ①『経筒

が語る中世の世界』、2009年にシリーズ②『キリシタン大名の考古学』を相次いで出版しま

した。

　その後、しばらく時間が空きましたが、今年漸く第三弾として本書を刊行する運びになり

ました。本書は、シリーズ①②の研究成果を基礎に展開させたもので、2012年 3 月にまとめ

た報告書『鉛同位体比法を用いた東アジア世界における金属の流通に関する歴史的研究』
（科学研究費補助金　課題番号21200028　新学術領域研究　研究代表平尾良光）をベースにして、報

告書には入れられなかった村井章介氏（立正大学）の研究成果を収め、その他研究に加わっ

た方々の成果をコラムなどとして組み入れています。また、新たに黒田明伸氏（東京大学）

にもコラムを依頼しました。日本はいかにして大航海時代にいたり、大航海時代のなかでど

のような交易を展開したのか、それが日本社会にどのような影響を与えたのか、これらを金

属という視点から考察し、新たな問題を提起できたと考えています。

　これまでの企画シリーズの①～③は、平尾良光氏（本学客員教授）の鉛同位体比分析とい

う方法を文化財学研究の中に取り込み企画したものです。平尾氏は、2003年 4 月に本学教授

として着任し、昨年2013年 3 月をもって退職しました。本書は、科学研究費の報告書刊行時

から、この成果を限られた研究者だけではなく広く公開したいという考えがあり、2012年に

は、その準備に入りましたが、原稿の手直し、コラムなどの新原稿の手配、出版社との調整

などの諸問題があり、企画から 2 年以上の歳月が流れてしまいました。本書は、平尾氏の別

府大学での10年に亘る研究の総仕上げという側面をもつとともに、その研究に刺激され新た

な研究を進めてきた文化財研究所の研究成果でもあります。

　これからも、別府大学文化財研究所としては、つねに文化財の原点を見すえ、「ヒトとモ

ノと環境が語る」をテーマに研究所が関係した共同研究企画などを公開し、新しい成果を世

に問い続けたいと考えています。なお、本書の刊行に際し、寄稿いただいた諸先生方に対し

ては衷心より感謝申し上げます。

　　　平成26年 9 月� 下村　智（別府大学文化財研究所長）

飯沼賢司（別府大学文学部長）　　　
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凡　例

1 ．本書は別府大学文化財研究所が企画するシリーズ「ヒトとモノと環境が語る」の第 3 冊

目の本である。

2 ．文化財に関する企画は文系から理系まで幅広い領域の研究者が参加する。そのため、用

語など統一のできない場合が多い。統一ができない語については、筆者の原文を尊重する

方針をとっている。

3 ．本書の企画・編集は科学研究費補助金「鉛同位体比法を用いた東アジア世界における金

属流通に関する歴史的研究」（2009～2011年度課題番号21200028）の代表平尾良光（別府

大学客員教授）、分担者飯沼賢司（別府大学教授）、連携研究者村井章介（立正大学教授）

が担当し、全体の編集総括は飯沼が行った。
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あ と が き

　本書は文部科学省の科学研究費補助金新学術領域研究（課題提案型）「鉛同位体比法を用い

た東アジア世界における金属の流通に関する歴史的研究」（2009～11年、研究代表平尾良光）の

成果を基盤とし、その後の研究を含めて、別府大学文化財研究所企画シリーズ③として出版

することになりました。

　これまで、シリーズ①の「経筒が語る中世の世界」では経筒を中心とした平安時代から鎌

倉時代における金属材料の流れを解明し、シリーズ②の「キリシタン大名の考古学」では中

世末期の大航海時代までの材料の流れを模索してきました。そして今回のシリーズ③では

「大航海時代の日本と金属交易」として、①②の研究成果を踏まえ、平安時代から江戸時代

までの東アジア世界の交易を金属に着目し実証しようと試みました。

　これまでの歴史観では、金属（銅と鉄）は弥生時代に大陸から日本列島に導入され、古墳

時代末期に生産が始まり、それ以降、どの時代においても列島内で十分に生産され、利用す

ることができたという先入観にとらわれています。しかしながら、近年の考古学的な発掘に

より平安時代から戦国時代の資料から得られた事実が実証材料として利用できるほど蓄積さ

れた結果、新しい考え方が次々に生まれてきています。さらに、これら資料に関する自然科

学的な検証から、平安時代末期以降、鎌倉時代には日本の銅生産は激減し、中国産材料で賄

われて室町時代に復活したこと、そして戦国時代の鉄砲玉に利用された鉛はその半分が外国

産であることなどがわかってきました。それを通じて、材料の交易が日本の発展にとって重

要なポイントとなっており、それをもっともうまく利用できた武将が日本の覇権を握ったと

も考えられるようになってきています。

　本書では 5 つの主題を設定しました。

1 ）平安時代後期以降、日本における銅生産が底をついた時に、銅材料として中国銭がど

のように利用されるようになったのかを、文献を通して再検討する。

2 ）東アジアから東南アジアにかけての海上交易が西洋からの進出と出会ったことが、必

然的に鉄砲を日本へ届ける伏線として作用していたことを提示する。

3 ）自然科学的な面からは鉛同位体比法を応用して、外国からもたらされた鉛がどこで生

産され、どのように日本の戦争で利用されたかを明らかにし、銀製錬のための材料とし

ても鉛は利用価値が高かったことを示す。

4 ）交易でもたらされた鉛がキリスト教の宣教活動にどのように利用されていたかを示し、

外国産鉛の流入に宣教師が大きな役割を果たしていたことを明らかにする。

5 ）鉄砲に加えて戦略上重要な役割を果たした大砲が、東アジアにおいてどのように流通

していたかを考古学的に明らかにする。

　また、トピックスとしていくつかの項目をとりあげ、報告書では参加いただけなかった
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方々に、コラムのかたちで寄稿いただきました。 1 ）～ 5 ）およびコラムで示された個々の事

実から、大航海時代における日本の交易の全体像が、その前提となる時期を含め、浮かび上

がってくるはずです。なお、巻末には日本の戦国時代に関連する鉛同位体比の測定値の資料

を載せました。これらの値を用いて自分で図を描き、比較して考えてみようとする方々がお

られれば望外の幸せです。データは決して嘘をつきません。

　本書の内容が皆様の興味を引き出して、さらなる研究の進展の契機となることを期待して

おります。最後に本書の発刊にご尽力いただいた思文閣出版、とくに編集の労をとっていた

だいた田中峰人氏に感謝の意を表します。

　　　平成26年 9 月� 平尾良光（別府大学客員教授）

飯沼賢司（別府大学教授）　　

村井章介（立正大学教授）　　
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